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太陽光発電

研究の目的

カーボンニュートラル社会の実現に向けて，建物における創エネ技術としての太陽光発電の役割が重要になっています。
しかしながら，日照条件が最も良い屋上は空調屋外機等で太陽電池モジュール（以降，PV : Photovoltaic Module）の設
置範囲が限定されることが多くあります。今後は，創エネ建物の普及拡大のために，壁や窓へPVを設置する需要が増え
ることが見込まれます。
一方，建物の壁面は屋上面より地上から見えやすいため，壁面の意匠に調和するPVの開発が求められます。特に窓に設
置するPVには高い意匠性に加え，眺望，採光，遮熱，断熱という窓の機能も必要になります。
そこで，T-Green® Multi Solarシースルータイプ（T-GMSS）を㈱カネカと共同で開発し，本研究では発電性能の調査を
行いました。

技術の特長

従来は十数cm角の発電セルで眺望を損ねていた課題に対して，T-GMSSは新たに開発した採光型PVで，4mm 幅で両面発
電可能な線状発電セルを開口率50%でストライプ状に配置することで眺望性を向上させています。さらにLow-E 注）複層ガ
ラスの屋外側ガラスとして組み込むことで，遮熱と断熱の機能確保に加えてLow-E 膜で主に反射する日射成分である近赤
外線で太陽電池セルの屋内側表面での発電を可能にしています。
注）Low-Emissivity （低放射）の略。Low-Eガラスは特殊な金属膜をコーティングして日射を遮蔽するガラスで，屋内側又は
屋外側に配置した複層ガラスとして，建物に採用されています。

主な結論と今後の展開

太陽電池セルの屋内側に入射するLow-E膜反射日射に着目したシミュレーションを行いました。開口率50%の場合，太陽
電池セル屋外側の入射日射量に対する屋内側への反射日射量の割合は，一般的な127mm角の太陽電池セルのモデルより
T-GMSSの方が大きい傾向がありました。太陽電池セルに入射する日射量が多いと発電量が多くなるため，T-GMSSの発電
性能の高さを限定した条件ですが示すことができました。
今後は，本研究で得られた知見をもとに，T-GMSSの適用拡大を支援していく予定です。
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